
12
月
議
会
の
中
林
か
ず

え
議
員
の
「
物
価
高
騰
支

援
に
つ
い
て
」
の
一
般
質

問
を
紹
介
し
ま
す
。

「
い
っ
た
い
、
い
つ
ま
で

物
価
高
騰
が
続
く
の
か
？
」

「新
米
が
で
た
ら
、
安
く
な

る
と
言
わ
れ
て
い
た
お
米

が
、
５
キ
ロ
３
０
０
０
円

か
ら
下
が
ら
な
い
、
ほ
と

ん
ど
の
食
料
品
が
値
上
げ

で
、
ほ
し
い
食
材
が
買
え

な
い
」な
ど
、
市
民
の
悲
鳴

は
、
止
ま
り
ま
せ
ん
。

★
（問
）
物
価
高
騰
の
一

番
の
特
効
薬
で
あ
る
10
％

の
消
費
税
の
引
き
下
げ
を

国
に
求
め
る
と
と
も
に
、

市
と
し
て
も
、
水
道
基
本

料
や
小
学
校
な
ど
の
子
ど

も
の
給
食
費
の
無
償
化
を

求
め
ま
す
。

●
（答
）
重
点
支
援
地
方

交
付
金
の
財
源
を
活
用
す

る
中
で
優
先
度
等
を
踏
ま

え
、
物
価
高
騰
対
策
に
取

り
組
ん
で
い

く
。

★
（
問
）
国
の
非
課
税
世

帯
に
３
万
円
、
子
ど
も
１

人
に
２
万
円
の
給
付
金
で

は
不
十
分
で
す
。
以
前
、

国
や
市
が
実
施
し
た
均
等

割
り
の
み
課
税
も
対
象
に

す
る
こ
と
、
ひ
と
り
親
世

帯
を
給
付
金
の
対
象
に
す

る
こ
と
を
求
め
ま
す
。

●
（
答
）
給
付
金
等
に
つ

い
て
は
、
国
が
示
す
対
象

を
基
本
に
支
援
策
を
検
討

し
て
い
る
。

★
（問
）
市
内
の
①
中
小

事
業
者
、
②
医
療
、
介
護
、

障
害
、
保
育
・
幼
稚
園
な

ど
に
、
電
気
代
の
高
騰
分

の
支
援
を
求
め
ま
す
。

ま
た
、
国
の
「重
点
支
援

地
方
交
付
金
」
の
活
用
で

市
独
自
の
高
騰
支
援
を
求

め
ま
す
。

●
（
答
）
市
内
事
業
者
へ

の
支
援
及
び
そ
の
他
の
支

援
策
に
つ
い
て
は
、
今
後

国
か
ら
示
さ
れ
る
財
源
を

活
用
す
る
中
で
、
必
要
度
、

優
先
度
等
を
踏
ま
え
取
り

組
ん
で
い
く
。

中
林
議
員
は
、
寝
屋
川

支
援
学
校
に
つ
い
て
も
質

問
し
ま
し
た
。

★
（問
）
本
市
の
小
・中
・

高
校
生
が
通
う
府
立
寝
屋

川
支
援
学
校
は
、
児
童
生

徒
数
が
増
え
続
け
て
お
り
、

２
０
２
６
年
度
ま
で
の
10

年
間
で
１
５
９
０
人
も
増

え
る
見
込
み
で
、
教
室
が

不
足
し
て
い
ま
す
。

こ
の
間
、
特
別
教
室
を

普
通
教
室
に
し
た
り
、
作

業
室
を
間
仕
切
っ
て
教
室

に
す
る
な
ど
、
工
夫
し
て

き
ま
し
た
が
、
２
０
２
４

年
度
は
10
教
室
も
不
足
し

て
お
り
、
小
中
学
生
1
ク

ラ
ス
6
人
、
高
校
生
8
人

の
国
の
設
置
基
準
を
超
え

て
、
ク
ラ
ス
編
成
を
せ
ざ

る
を
得
な
い
実
態
で
す
。

市
と
し
て
、
大
阪
府
に

対
し
、
国
の
設
置
基
準
に

基
づ
い
た
施
設
と
な
る
よ

う
新
設
を
要
望
す
る
こ
と

を
求
め
ま
す
。

●
（
答
）
大
阪
府
へ
の
施

設
の
新
設
要
望
は
、
大
阪

府
都
市
教
育
長
協
議
会
を

通
じ
て
要
望
し
て
お
り
、

障
が
い
に
応
じ
た
環
境
整

備
に
つ
い
て
は
、
中
核
市

教
育
長
会
か
ら
国
に
要
望

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
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水
道
基
本
料
や
子
ど
も
給
食
費
の
免
除
を

均
等
割
り
課
税
も
３
万
円
の
対
象
に
す
べ
き

水
道
料
金
基
本
料
４
か
月
間
免
除
が
実
現

１
月
８
日
開
催
の
市
議
会
臨
時
議
会
で
、
物
価
高
騰
支
援
と
し
て
、

国
の
臨
時
交
付
金
等
を
活
用
し
て
、
水
道
料
金
の
う
ち
基
本
料
金
を

２
０
２
５
年
は
じ
め
か
ら
（偶
数
検
針
２
月
～
５
月
、
奇
検
針
１
月

～
４
月
）４
か
月
間
免
除
す
る
た
め
の
補
正
予
算
４
億
９
５
７
２
万

円
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

財
源
は
、
国
の
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

が
４
億
７
５
８
９
万
円
、
寝
屋
川
市
の
財
政
調
整
基
金
の
取
り
崩
し

で
１
９
８
２
万
円
で
す
。

一般質問する中林かずえ議員

寝
屋
川
支
援
学
校
の
過
大
・
過
密
化
の
解
消
を



12
月
市
議
会
で
中
林
議

員
は
マ
イ
ナ
保
険
証
に
つ

い
て
一
般
質
問
し
ま
し
た
。

🔷

🔷

本
市
の
国
民
健
康
保
険

の
マ
イ
ナ
保
険
証
の
紐
づ

け
率
は
、
54.
19
％
で
、
半

数
近
く
の
加
入
者
が
紐
づ

け
し
て
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
マ
イ
ナ
保
険
証

の
病
院
で
の
利
用
率
は
8

月
で
た
っ
た
16.

7
％
で
す
。

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
そ
の
も
の

の
、
保
有
率
も
69.

6
％
で
、

３
割
以
上
の
市
民
は
マ
イ

ナ
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
ま

せ
ん
。
ま
た
、
未
更
新
や

と
り
に
き
て
い
な
い
等
が

１
６
０
０
０
人
も
い
ま
す
。

国
は
12
月
2
日
、
現
行

保
険
証
の
新
規
発
行
を
停

止
し
ま
し
た
が
、
現
在
発

行
さ
れ
て
い
る
保
険
証
が
、

国
民
健
康
保
険
で
来
年
１

０
月
末
ま
で
、
後
期
高
齢

者
医
療
で
7
月
末
ま
で
利

用
で
き
ま
す
。

そ
の
後
も
、
マ
イ
ナ
保

険
証
で
な
い
人
に
は
、
現

行
保
険
証
と
同
じ
内
容
の

「資
格
確
認
証
」が
発
行
さ

れ
ま
す
。

ま
た
、
後
期
高
齢
者
医

療
で
は
、
さ
ら
に
も
う
１

年
、
特
別
に
、
マ
イ
ナ
保
険

証
の
人
に
も
、
資
格
確
認

証
が
職
権
交
付
さ
れ
、
併

用
が
可
能
で
す
。

★
（問
）

国
は
、
莫
大
な

費
用
を
か
け
て
進
め
て
い

ま
す
が
、
任
意
の
マ
イ
ナ

カ
ー
ド
発
行
と
任
意
の
保

険
証
へ
の
ひ
も
づ
け
に
対

し
、
マ
イ
ナ
保
険
証
へ
の
１

本
化
は
矛
盾
で
す
。

更
新
手
続
き
や
、
ひ
も
づ

け
作
業
で
の
誤
登
録
が
避

け
ら
れ
な
い
な
ど
の
ト
ラ

ブ
ル
が
あ
る
、
マ
イ
ナ
保

険
証
の
強
引
な
一
本
化
は

や
め
る
よ
う
、
国
に
要
請

す
る
こ
と
を
求
め
ま
す
。

●
（答
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
と
健
康
保
険
証
の

一
体
化
に
つ
い
て
は
、
国

府
の
通
知
等
に
基
づ
き
、

適
切
に
対
応
す
る
が
、
保

険
証
の
廃
止
に
伴
い
、
被

保
険
者
に
混
乱
や
不
利
益

が
生
じ
な
い
よ
う
、
引
き

続
き
、
要
望
す
る
。

再
質
問
で
、
中
林
議
員

は
、
一
本
化
は
中
止
し
て
、

現
保
険
証
と
の
併
用
で
行

う
よ
う
求
め
ま
し
た
。

大
阪
府
立
寝
屋
川
支
援

学
校
の
「過
大
・過
密
」、
教

室
不
足
の
解
消
を
図
り
、

教
員
の
適
切
な
配
置
を
求

め
る
意
見
書
」
が
採
択
さ

れ
ま
し
た
。

大
阪
府
知
事
な
ど
に
対

し
、
「寝
屋
川
支
援
学
校
の

慢
性
的
な
教
室
不
足
、
教

員
不
足
解
消
の
た
め
、
北

河
内
地
域
に
小
学
部
・
中

学
部
・
高
等
部
の
あ
る
知

的
障
が
い
支
援
学
校
を
新

設
す
る
こ
と
」
を
求
め
る

も
の
で
す
。

そ
の
ほ
か
、
「性
暴
力
救

援
セ
ン
タ
ー
・大
阪
Ｓ
Ａ
Ｃ

Ｈ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
の
存
続
と
体
制

強
化
を
求
め
る
意
見
書
」

（
日
本
共
産
党
提
案
）
と
、

「
再
審
法
正
改
正
を
求
め

る
意
見
書
」
の
計
３
本
が

全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
ま

し
た
。
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市民の願い実現に

昨
年
11
月
で
松
屋
町

で
の
松
屋
カ
フ
ェ
で
開
催

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
た
、

「中
林
か
ず
え
の
市
政
報

告
と
暮
ら
し
何
で
も
相

談
会
」が
1
年
を
迎
え
ま

し
た
。

昨
年
末
最
後
の
12
月
26

日
に
は
、
「
朝
、
弱
い
か

ら
行
き
に
く
い
」
や
「
11

時
か
ら
仕
事
な
の
で
行

け
な
い
か
も
」と
言
わ
れ

て
い
た
方
が
参
加
し
て
て

く
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
朝
か
ら
寝

屋
川
市
駅
で
年
末
宣
伝

後
、
急
き
ょ
、
議
会
運
営

委
員
会
が
開
催
さ
れ
た

の
で
、
松
屋
カ
フ
ェ
の
生

活
相
談
を
午
前
9
時
か

ら
に
早
め
て
も
ら
い
、
し
っ

か
り
モ
ー
ニ
ン
グ
食
を
い

た
だ
い
て
市
役
所
に
向

か
い
ま
し
た
。

人
が
集
う
と
い
う
こ
と

は
元
気
を
い
た
だ
け
ま

す
。長

く
地
域
福
祉
に
関

わ
っ
て
き
た
方
か
ら
「
薬

と
お
酒
の
併
用
で
、
時
間

を
持
て
余
し
て
い
る
高

齢
者
を
見
か
け
る
。
地

域
で
安
心
で
き
る
居
場

所
が
あ
れ
ば
良
い
の
に
」

と
の
ご
意
見
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

「子
ど
も
食
堂
」に
加
え

て
、
「
シ
ル
バ
ー
食
堂
」
も

必
要
か
な
と
感
じ
ま
す
。

利
用
し
や
す
い
医
療
や

介
護
の
充
実
を
求
め
る

と
も
に
、
引
き
続
き
皆

さ
ん
の
ご
意
見
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

中
林

か
ず
え

国
保
加
入
者
の
半
数
近
く
が
ひ
も
づ
け
な
し

病
院
利
用
率
は
た
っ
た
16
％

マイナ保険証への一本化は矛盾

12月議会 中林議員が一般質問

議員日誌

現
保
険
証
と
の
併
用
を
求
め
る

府
立
寝
屋
川
支
援
学
校
の
過
密
化
解
消
等
を

松屋カフェモーニング

法律相談のご案内

日時：1 月 16日(木)

午後６時半～
場所：寝屋川市委員会

予約お願いします。

求
め
る
意
見
書
な
ど
３
本
が
採
択

寝屋川支援学校

大
阪
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｃ
存
続
の
意
見
書
採
択


